
　
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
通
常
の
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業
以
外
に
、
地
域
に
お
け
る

高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
一
般

の
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
次
の
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
…
平
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時

▽
日
時
　
９
月
24
日
、
10
月
８
日
・

　
22
日
、
11
月
12
日
の
水
曜
日
　
午

　
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
場
所
　
五
日
市
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
や
さ
し
い
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

　
ニ
ン
グ
後
に
、
短
歌
、
俳
句
、
現

　
代
詩
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
す

　
（
初
歩
の
段
階
で
は
、
大
き
な
声

　
や
肺
活
量
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）
。

▽
講
師
　
古
城
龍
宝
さ
ん
（
岳
精
流

　
師
範
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方
▽
定
員
　
10
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
１
回
５
０
０
円

▽
持
ち
物
　
飲
み
物

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
五
日
市
セ
ン

　
タ
ー
（
舘
谷
台
17
、
☎
５
３
３
・

　
０
３
３
０
）

▽
日
時
　
10
月
７
日
、
11
月
25
日
の

　
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
場
所
　
開
戸
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
あ
き
る
野
の
秋
を
市
民
解

　
説
員
が
案
内
し
ま
す
。

▽
講
師
　
小
熊
孝
彦
さ
ん
（
市
民
解

　
説
員
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方
▽
定
員
　
６
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
１
回
３
０
０
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
開
戸
セ
ン
タ

　
ー
（
渕
上
３
３
２
―
１
、
☎
５
５

　
０
・
２
７
５
５
）

▽
日
時
　
10
月
８
日
（水）
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
２
時
30
分

▽
場
所
　
萩
野
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
昔
を
懐
か
し
み
フ
ォ
ー
ク

　
ギ
タ
ー
で
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

　
せ
ん
か
。
鑑
賞
後
に
は
、
お
茶
と

　
お
菓
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▽
講
師
　
柳
川
清
保
さ
ん

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方
▽
定
員
　
10
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
３
０
０
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
萩
野
セ
ン
タ

　
ー
（
雨
間
５
３
３
―
１
、
☎
５
５

　
０
・
２
７
２
２
）

▽
日
時
　
10
月
11
日
〜
平
成
27
年
３

　
月
28
日
の
第
２
・
第
４
土
曜
日

　●

第
１
部
…
午
後
１
時
45
分
〜
２
時

　
45
分

　●

第
２
部
…
午
後
３
時
〜
４
時

▽
場
所
　
萩
野
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
シ
ニ
ア
世
代
向
け
の
無
理

　
を
し
な
い
、
や
さ
し
く
楽
し
い
ヨ

　
ガ
▽
講
師
　
鬼
頭
く
に
子
さ
ん
（
日
本

　
ヨ
ー
ガ
療
法
学
会
認
定
ヨ
ー
ガ
教

　
師
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方
▽
定
員
　
各
部
10
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
１
回
５
０
０
円

▽
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
ヨ
ガ
マ

　
ッ
ト

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
萩
野
セ
ン
タ

　
ー
（
雨
間
５
３
３
―
１
、
☎
５
５

　
０
・
２
７
２
２
）

▽
日
時
　
10
月
〜
平
成
27
年
３
月

　
﹇
週
に
１
回
30
分
程
度
、
月
４
〜

　
５
回
、
全
24
回
（
予
定
）
﹈
　
午

　
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所

　●

萩
野
セ
ン
タ
ー
…
毎
週
木
曜
日

　●

開
戸
セ
ン
タ
ー
・
五
日
市
セ
ン
タ

　
ー
…
毎
週
水
曜
日

▽
内
容
　
週
１
回
の
教
室
で
「
読
み

　
書
き
・
計
算
」
な
ど
の
「
楽
習
」

　
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
受
講
仲
間
と

　
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

　
み
な
が
ら
、
脳
の
健
康
づ
く
り
を

　
図
り
ま
す
。

▽
講
師
　
指
定
の
説
明
会
、
講
習
会

　
を
修
了
し
た
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方
▽
定
員
　
各
セ
ン
タ
ー
30
人
（
申
込

　
み
順
）

▽
持
ち
物
　
筆
記
用
具

▽
費
用
　
月
３
千
円
（
教
材
費
な
ど
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　●

萩
野
セ
ン
タ
ー
（
雨
間
５
３
３
―

　
１
、
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

　●

開
戸
セ
ン
タ
ー
（
渕
上
３
３
２
―

　
１
、
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
）

　●

五
日
市
セ
ン
タ
ー
（
舘
谷
台
17
、

　
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
）

※
最
新
情
報
を
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（h

ttp
:/
/
ta
m
a
-
sp
o
.c
o
m
/

　a
k
iru
n
o
/

）
で
ご
案
内
し
て
い

　
ま
す
。

※
９
月
24
日
（水）
は
23
日
（火）
の
振
替
休

　
館
日
と
な
り
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
17
日
（水）
　
正
午
〜
午

　
後
０
時
50
分

▽
内
容
　
楽
し
く
体
を
燃
焼
さ
せ
、

　
体
力
維
持
・
健
康
増
進
効
果
の
あ

　
る
水
中
運
動
の
仕
方
を
ア
ド
バ
イ

　
ス
し
ま
す
。

▽
対
象
　
18
歳
以
上
の
方

▽
費
用
　
施
設
利
用
料
の
み

▽
参
加
方
法
　
直
接
プ
ー
ル
サ
イ
ド

　
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

あきる野市で生まれた
サメビタキの幼鳥
あきる野市で生まれた
サメビタキの幼鳥

健
康
で
明
る
く
楽
し
く

笑
顔
で
覚
え
ら
れ
る
詩
吟
教
室

あ
き
る
野
お
気
軽
散
策

弾
き
語
り
ラ
イ
ブ

や
さ
し
い
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

エ
ン
ジ
ョ
イ
水
中
運
動

市
民
プ
ー
ル

申
込
み
・
問
合
せ

☎
５
５
０
・
１
７
１
１

９月の休館日
○中央図書館　毎週金曜日と16日

　㈫

○東部図書館エル、五日市図書館、

　中央図書館増戸分室　毎週月曜　

　日と23日㈫

中央図書館（☎558－1108）
わらべうたのじかん

○日時　９月22日㈪　午前11時～

　11時20分

○対象　０歳から３歳までの子ども

　とその保護者

ボランティア（おはなしタ・ン・ト）

によるおはなし会

○日時　９月24日㈬　午後３時～

　３時30分

おはなし会

○日時　９月28日㈰　午前11時～

　11時30分

東部図書館エル（☎550－5959）
ひよこのおはなし会

○日時　９月18日㈭　午前11時～

　11時20分

○対象　１歳から３歳までの子ども

　とその保護者

みんなでかざろうじどうしつ

○日時　９月20日㈯　午後３時～

　４時

○内容　秋の飾りを作って児童室に

　飾ります。

○対象　幼児～小学生（幼児は保護

　者同伴）

ボランティア（絵本とおはなしの会）

によるおはなし会

○日時　９月21日㈰　午前11時～

　11時30分

五日市図書館（☎595－0236）
子ども映画会「鬼の下駄」

○日時　９月17日㈬　午後２時30

　分～３時

ひよこのおはなし会

○日時　９月24日㈬　午前10時30

　分～11時

○対象　１歳から３歳までの子ども

　とその保護者

視覚障がいのある方へ
　図書館では録音資料の作成、対面

朗読などのサービスを行っています。

図書館にお問い合わせください。

《図書館ホームページアドレス》
https://www.library.akiruno.to

kyo.jp/index.asp

《携帯版アドレス》
https://www.library.akiruno.to

kyo.jp/i/ihome.html

を入力するかＱＲコー

ドを読み取ってアクセ

スしてください。

　また暑い夏が過ぎます。「今年は暑

いね」と言う言葉をよく耳にしました

が、毎年同じ言葉ばかりです。暑くな

い夏など基本的にありません。暑くな

い夏の方が異常ではないでしょうか。

でも実は、今年は２月の大雪のころか

ら例年とは違う天候の流れが始まった

のかも知れません。また、梅雨には大

雨が多く、梅雨明け前後は、雨が降っ

たり暑くなったりと両極端で、少し変

わった夏であったと思います。

　天候と自然の変化について考えるの

が好きな私は、特に動物の増加や減少

の変動がどうしても気になります。例

えば、今年の夏は夏鳥であるキビタキ

やオオルリが多く見られました。あき

る野であまり確認していなかったサメ

ビタキも、今年は標高の高い場所でよ

く見かけました。雨が多い年には、

アオダイショウやニホンマムシが多く

なることをあらためて確認しました。

両生類と爬虫類は、気温や雨量などの

変化に影響を受けやすいものです。一

方、猛禽類のハチクマやサシバ、いろ

いろなチョウ類やトンボ類の減少が

見られまし

た。

　大変な季

節を乗り越

え、繁殖に

成功する動

物のことを

考えると感

動します。一方で、自然の影響である

のか、人間の影響であるのか、どちら

の影響が大きいのかよくわかりません

が、失敗を繰り返し減っていく種類も

あります。結果的に、変化がそれほど

ないように見えながら、自然は常に変

化しています。

　台風の影響で、倒木が発生し、土砂

崩れなども起きることがあります。そ

れもやはり、「自然の流れ」です。日

本の自然のエピソードですが、人間に

影響が出た場合には、「自然の流れ」

ではなく、「災害」などと言います。

人間の都合と自然の都合は永遠に合う

ことはない、ということについて深く

考える必要があるのかも知れません。

　　　　　　　　　　　　（パブロ）

が
く
し
ゅ
う


